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－第９回通常総代会へ提案－

7つのもっとを実現する ＪＡごとうでは、次の「７つのもっと」を実現するために、
農産物直売事業に着手します。

●2 もっと地産地消・安全安心を
新鮮なモノを地元消費者へ提供できること。

顔（生産履歴、環境）が見える安心感。

●1 もっと農業に活力を
五島の元気の源は「五島の基幹産業である

農業が活力に満ち溢れる」こと。

●5 もっと生きがいを
高齢者が販売の喜びを実感し

ながら、少しでも長く現役と

して営農活動を続けていける

こと。

●4 もっと女性の力を農業へ
多種多彩な品目の栽培・加

工による付加価値の追求を

通じて女性就農者を確保す

る。

●3 もっと収入アップを
安心をアピールし、少量で

も商品化・流通コスト削減

が図られ、収入増につなが

ること。

●7 もっと食農教育の場を
新たな食農教育の場として活用すること。

●6 もっと強い結びつきを
生産者と消費者、組合員とＪＡにもっと強

い絆をつくること。

以上の目的実現のために、農・漁業連携を図り、

本店敷地内に魅力ある直売所（ファーマーズ・

マーケット）を設置し五島の基幹産業の振興に

努めます。

農産物
直売所
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1ファーマーズ・マーケットはどんな施設？
利用される方にとっての
「農産物の専門店」

・農産物の豊富な品揃えのみならず、商品（生

産）情報、使用（調理法、保存方法）情報

を発信する顔の見える直売所です。

・卸売市場向けと同様に、適正農薬使用等、

営農指導が行われた安全な農産物の売り場

です。

ファーマーズ・マーケット
事業運営の主体はＪＡ

・ファーマーズ・マーケットは、組合員の

方々が生産した農産物（加工品を含む）を、

市場流通に通さずに、直接消費者に販売す

る JA運営の常設の施設です。

・JA内における事業の位置付けは販売事業

です。組合員として加入してもらえる全て

の方に利用して頂ける施設です。

全ての方が利用しやすい直売所

・本店敷地内に約４３０�の広々とした売り場や漁業と
の連携によって、利用される方のニーズや季節に

合った品揃えが可能です。

・交通面での立地条件もよく、広い駐車場スペースが

確保できるよう本店敷地内に設置します。

農業を核とした地域活性化

・売りたいものを自分の思う規格、価格で売るこ
とが出来るので、様々な営農形態の中で取り組
みが可能です。
・大規模農家から小規模農家、高齢者や女性と
いった多様な農業者が参画できるため、地域農
業所得の向上を実現します。
・高齢者の方々の培ってきた農業技術を生かし、
収入も確保しながら、地域の役に立つ生涯現役
の農業を実現します。

食農教育の実施

・敷地内の育苗ハウスなどの園芸施設と連携

し、観察・見学のみならず農作業も体験で

きる場を提供します。

地産地消の推進

・地域内で生産したものを、地域内の消費者

に届ける場を築くことで、地域内消費の拡

大を図ります。

・軽食ラウンジを設置し、地域内の農産物の

レシピの紹介や開発を行い、地産地消を身

近に感じられる場を築きます。
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　規模の大きな直売所の採算性が良好なことが明らか。
（この傾向は、近年さらに強まっていると考えられる。）��
　売上げ３億円以上の直売所設置を目指すことが、中
長期的経営リスク面からも必要と考えられる。�
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平
均
事
業
利
益（
万
円
）�

＜売上げ規模区分＞�

25百万円�
未満�

25百万円�
以上�

50百万円�
未満�

50百万円�
以上�

75百万円�
未満�

75百万円�
以上�

1億円未満�

1億円以上�
1.5億円�
未満�

1.5億円�
以上�

2億円未満�

2億円以上�
3億円未満�

3億円以上�
5億円未満�

5億円以上�
10億円�
未満�

10億円以上�

POINT
1

POINT
2

2ファーマーズ・マーケットの運営は？
最適な直売所規模の設定

・県下ＪＡの直売所総売り場面積

は２，６８５�、平成２０年度総売上
実績は約２８億円、１�当たり売
上は約１００万円ということにな

ります。

・全国のＪＡ直売所の収支状況を

見ると、売上３億円が利益確保

の目安となっています。安定し

た経営を続けるためには、最低

でも３００�の売り場面積の確保
が必要です。

地域のニーズに合った運営で収支拡大と経営の安定化
・家計調査から地域の需要に対応した運営を
導き出し、収支確保と経営の安定化を目
指しています。

・国の調査によれば、加工品を含む農畜産物
に対する一世帯あたりの平均支出額は３８
万円程度です。下五島の総世帯数は２０，１３９
戸であり、こうした農畜産物の下五島全
体での消費支出額は世帯数から約７７億円
程度と想定されます。下五島全体での消
費支出額の一定のシェアを獲得した場合
の売上の試算額はシェア５�で約４億円、
シェア７�で約５億円の売上が見込まれ
ます。出荷者の意欲的な取り組み次第で
十分に実現可能な数字です。これにより、
安定的な供給量の確保が期待でき、経営
の安定化を図ることは可能です。

…

農産物直売所で販売する品目の下五
島全体での消費支出額は世帯数から
７７億円程度と想定される。

…

国の調査によれば、農産物直売所で
販売する品目の一世帯あたりの平均
消費支出額は３８万円程度。

3ファーマーズ・マーケットの今後の動きは？
・総代会で承認後に出荷者向けの説明会を行います。
・早ければ２３年早春の開業となります。
・本格的農産物直売所の設置に向け、本店施設整備とあわせて具体的取り組みを進めます。

下五島での
推定消費支出額
（千円）

６３，１４９，２１８

１，３８３，５２９

１，２７９，５７２

６５６，９７４

１，７０２，８７３

６５２，８６６

１，８１９，２３６

１９６，８３９

７，６９１，８９０

下五島の
総世帯数
（戸）

２０，１３９

平成２０年
家計調査

全国総世帯平均
（円）

３，１３５，６６８

６８，６９９

６３，５３７

３２，６２２

８４，５５６

３２，４１８

９０，３３４

９，７７４

３８１，９４０

項目（抜粋）

消 費 支 出

穀 類

肉 類

乳 卵 類

野 菜

果 物

調 理 食 品

切 り 花

農産物直売所対象品目の合計

機能・目的
野菜（葉菜・果菜・花弁）・農畜産加工品・精肉（パック品等）

精肉工房・野菜等荷置き場・米工房
惣菜飲食工房・食事処

事務所・職員衛生室・トイレ
鮮魚・魚類加工品

施設の構成
約４３０�
約１９３�
約２１８�
約９９�
約５４�
約９９４�

産地形成促進施設（農産物売場）
産地形成促進施設（バックヤード・各種作業スペース）

地域食材供給施設
その他

鮮魚・魚類加工品販売施設
床面積

ＪＡファーマーズ・マーケット（直売所）の事業概要

※上記の２５１カ所の平均値
事業利益＝委託販売手数料収入－人件費（パート代等全て含む）－減価償却費－その他経常費用（光熱費等全て含む）

直売所売上げ規模区分別採算性

家計調査から分析した推定消費支出額

※平成１９年度実施「JA農産物直売所実態調査」
から回答のあった全国の JA直営農産物直売
所２５１カ所の集計
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トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

―
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
―

Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
、
五
島
市

及
び
新
上
五
島
町
の
平
成
二

十
二
年
度
新
入
学
児
童
を
対

象
に
、
黄
色
い
学
童
傘
六
四

〇
本
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の

学
童
傘
の
贈
呈
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
交
通
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

四
月
五
日
に
は
、
寺
脇
専

務
ら
が
五
島
市
立
奥
浦
小
学

校
を
訪
れ
、
才
津
律
子
校
長

に
傘
と
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
の
傘
は
入
学
式
で
児

童
に
手
渡
さ
れ
、
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

管
内
で
は
、
四
月
八
日
か
ら

早
期
水
稲
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
配

付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
管
内
に

あ
る
二
箇
所
の
育
苗
施
設
で
温

度
や
水
な
ど
の
育
苗
管
理
を

行
っ
て
き
た
約
三
三
、
〇
〇
〇

箱
の
苗
が
生
産
者
に
配
布
さ
れ
、

各
地
区
で
は
田
植
え
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
早
期
水
稲
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
苗
配
付
は
、
去
年
の
配
付

よ
り
も
約
二
、
〇
〇
〇
箱
の
減
少
で
す
が
、
こ
れ
は
普
通
期

の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
へ
の
切
り
替
え
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
結
果

で
す
。

管
内
で
進
め
て
い
る
こ
の
切
り
替
え
は
、
管
内
の
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
の
需
要
が
約
三
五
〇
�
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
集
荷

量
が
約
二
七
〇
�
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

の
生
産
拡
大
を
目
的
に
今

年
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。管

内
で
は
、
今
後
も
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
へ
の
切
り
替
え

を
進
め
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
生
産
と
販
売

を
行
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度
産
き
ゅ
う
り
出
荷
会
議

九
日
、
平
成
二
十
二
年
産

き
ゅ
う
り
出
荷
会
議
を
Ｊ
Ａ
本

店
で
開
き
ま
し
た
。
今
年
の
作

付
面
積
は
春
作
約
六
〇
〇
�
と

前
年
産
よ
り
一
六
〇
�
増
加
し

て
お
り
、
出
荷
量
も
約
三
八
〇

�
と
前
年
産
を
約
一
四
〇
�
上

回
る
出
荷
計
画
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
作
付
面
積
増
加
の
要
因

は
、
管
内
で
ソ
ラ
マ
メ
の
後
作

に
春
き
ゅ
う
り
の
露
地
栽
培
を
推
進
し
た
こ
と
、
ま
た
、
管
内
の
各

支
店
で
春
き
ゅ
う
り
の
作
付
面
積
拡
大
を
推
進
し
た
こ
と
に
あ
り
ま

す
。会

議
で
は
平
成
二
十
一
年
産

き
ゅ
う
り
出
荷
実
績
や
市
場
情
勢

に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
、
平

成
二
十
二
年
産
き
ゅ
う
り
出
荷
計

画
や
出
荷
規
格
に
つ
い
て
も
協
議

し
ま
し
た
。

管
内
で
の
き
ゅ
う
り
の
出
荷
は
、

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
行
わ
れ
、

五
月
中
旬
か
ら
六
月
下
旬
が
ピ
ー

ク
の
予
定
で
す
。

早早期期水水稲稲苗苗のの配配布布 ―消費者の声を大切に―

今今月月ののススポポッットト

▲大浜育苗施設での苗の配布

▲きゅうり出荷会議

▲三井楽地区の田植え

▲収穫されたきゅうり

▲学童傘の贈呈式
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平
成
二
十
二
年
度
Ｌ
Ａ
進
発
式
を
十
六

日
に
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。
式
に
は
、

全
共
連
長
崎
県
本
部
普
及
部
の
熊
井
信
之

副
本
部
長
を
は
じ
め
、
中
尾
弘
一
組
合
長

や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
二
十
五
名
の
Ｌ
Ａ
職
員

を
合
わ
せ
た
約
四
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

進
発
式
の
中
で
中
尾
弘
一
組
合
長
は

「
Ｊ
Ａ
は
人
と
人
の
結
合
体
で
す
。
そ
し

て
Ｌ
Ａ
の
皆
さ
ん
は
組
合
員
や
地
域
の

方
々
と
Ｊ
Ａ
の
掛
け
橋
で
す
。
組
合
員
や

地
域
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な
っ

て
地
域
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
Ｌ
Ａ

へ
の
強
い
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｌ
Ａ
職
員
を
代
表
し
て
白
石
真

希
男
さ
ん
が
「
組
合
員
や
地
域
の
方
々
に

大
き
な
安
心
と
満
足
を
提
供
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
、
地
域
に
貢
献
し
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
『
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
』
も
行
わ
れ
、
Ｌ
Ａ
の
職
員

は
決
意
を
新
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
十
七
日
、
サ
ー
ビ

ス
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
Ｊ
Ａ
本
店
で

開
き
ま
し
た
。
研
修
に
は
社
員
教
育
接
遇

マ
ナ
ー
研
究
所
の
俵
純
子
さ
ん
を
講
師
と

し
て
、
窓
口
業
務
に
携
わ
る
職
員
を
始
め

と
す
る
約
三
十
五
人
の
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
研
修
は
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
共

通
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
「
サ
ー
ビ
ス
・

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は

「
楽
し
く
働
き

楽
し
く
生
き
る
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
組
合
員
、
利
用
者
、
仲

間
と
共
に
感
動
で
き
る
仕
事
人
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

講
師
の
俵
純
子
さ
ん
は
「
礼
儀
と
は
ゆ

ず
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
原
理
に
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
精
神
が
他
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
気
持
ち
よ
く
し
て
く
れ
る
の

で
す
。」と
話
し
、
組
織
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
必
要
性
、
ま
た
利
用
す
る
方
々

が
よ
り
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
頂
く
た
め

の
接
遇
や
心
構
え
を
指
導
し
ま
し
た
。

強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

―
Ｊ
Ａ
ご
と
う
精
米
工
場
―

二
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は

管
内
に
新
し
く
で
き
た
精
米
施

設
の
稼
働
式
を
行
い
ま
し
た
。

稼
働
式
に
は
市
、
全
農
長
崎
、

施
行
業
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
等
を

合
わ
せ
た
約
三
十
五
名
が
出
席

し
、
神
事
や
施
設
の
初
め
て
の

稼
働
を
見
届
け
ま
し
た
。

式
の
中
で
中
尾
弘
一
組
合
長

は
「
こ
の
施
設
は
農
家
の
皆
さ

ん
に
少
し
で
も
多
く
利
益
を
還

元
す
る
こ
と
、
ま
た
、
地
産
地

消
の
促
進
に
よ
っ
て
五
島
の
農

業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
」
と
話
し
、
こ
れ
か

ら
も
農
業
振
興
の
使
命
を
果
た

す
為
に
努
力
し
て
い
く
と
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
国
か
ら
約
５０
％
、

市
か
ら
約
３
％
、
総
工
事
費
の

約
５３
％
の
補
助
を
受
け
て
建
設

し
た
も
の
で
す
。
Ｊ
Ａ
が
直
接

米
の
販
売
に
携
わ
る
こ
と
で
、

そ
の
過
程
に
か
か
る
コ
ス
ト
を

削
減
し
、
そ
の
分
を
組
合
員
に

還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
育
苗
か
ら
栽

培
指
導
、
集
荷
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
で
の
乾
燥
、
Ｊ
Ａ
で
の
検

査
、
精
米
と
い
う
一
連
の
シ
ス

テ
ム
を
Ｊ
Ａ
が
行
う
こ
と
で
、

よ
り
安
心
で
安
全
な
食
の
提
供

を
行
う
方
針
で
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽しししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働ききききききききききききききききききききききき楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽しししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる ―サービス・マナーアップ研修―

▲研修を受ける職員

▲米作農家の所得向上に努めると話す中尾弘
一組合長

▲ＪＡごとう精米施設

▲「ガンバロー三唱」を行うＬＡ職員

今今月月ののススポポッットト

ごとう7
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第５回

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

福
江
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
で
四
日
、
第
五
回
通
常
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
総
会
に
は

女
性
部
員
を
始
め
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
約
二
三
〇
人
が
参
加
し
、

平
成
二
十
二
年
度
活
動
計
画
並

び
に
収
支
予
算
承
認
、
本
部
役

員
選
任
等
を
行
い
ま
し
た
。

橋
下
繁
子
女
性
部
長
は
「
Ｊ

Ａ
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
、
行
政
や

地
域
住
民
と
し
っ
か
り
関
わ
り
あ
い
、
部
員
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し

て
魅
力
あ
る
女
性
部
活
動
を
皆
で
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

ま
た
同
総
会
後
、
女
性
部
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

踊
り
や
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
は
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直
売
所

設
立
を
前
に
、
佐
賀
県
の
元
Ｊ
Ａ

職
員
で
あ
る
北
村
タ
ツ
子
さ
ん
を

講
師
と
し
て
、『
Ｊ
Ａ
産
直
と
女

性
組
織
活
動
の
活
性
化
に
む
け

て
』
と
題
し
た
記
念
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
女
性
の
力
を

活
か
し
た
積
極
的
な
直
売
所
へ
の

参
加
の
意
志
を
強
め
ま
し
た
。

十
七
日
、
は
ま
ゆ
う
部
会
総
会
を
同

Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。
同
総
会
に

は
約
二
十
人
が
参
加
し
、
平
成
二
十
二

年
度
活
動
計
画
並
び
に
収
支
予
算
承
認
、

役
員
改
選
等
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
地
域
に
根
ざ
し
た
地
道
な

活
動
を
繰
り
広
げ
、
高
齢
者
福
祉
活
動

の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
計
画
で

す
。総

会
終
了
後
に
は
磯
田
小
夜
子
さ
ん

を
講
師
と
し
て
、「
ま
ず
は
会
員
自
ら

が
元
気
で
柔
軟
な
心
と
身
体
を
養
い
ま

し
ょ
う
」
と
自
彊
術
体
操
の
研
修
も
行

い
ま
し
た
。

十
八
日
、

フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会
総

会
を
Ｊ
Ａ
本

店
で
開
き
ま

し
た
。

総
会
に
は
、

女
性
部
会
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
を
含
め
た
約
二

十
五
人
が
参
加
し
、
平
成
二
十
二
年
度
活
動

計
画
並
び
に
収
支
予
算
承
認
、
役
員
選
任
等

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
同
総
会
で
は
、
昨
年
よ
り
組
合
員
の

方
の
ハ
ウ
ス
で
の
い
ち
ご
狩
り
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
参
加
者
た
ち
は
赤
く
実
っ
た
い

ち
ご
の
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
同

総
会
後
に
は
収
穫
し
た
い
ち
ご
を
使
っ
て

ケ
ー
キ
作
り
も

行
い
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ををををををををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ににににににににににににににににににににににに ―はまゆう部会総会―

女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ののののののののののののののののののののののの充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実ををををををををををををををををををををををを ―フレッシュミズ部会総会―

▲ケーキ作りを楽しむ参加者たち

女性部の活動

▲自彊術体操を行う参加者たち

▲第５回ＪＡごとう女性部総会

▲上ごとう女性部「春がきた」

▲まっかに実ったいちご

ごとう 8



■このチラシの内容は２０１０年４月２３日現在のものです。■商品は充分に用意してありますが、万一品切れの節はご容赦下さい。■運搬費・設備費・付帯工事費が伴う場合は別料金となります。■エアコン・冷蔵
庫・洗濯機・テレビを破棄する場合には家電リサイクル法に基づく収集・運搬料金、再商品化等料金（リサイクル料金）が必要となります。■写真の品と一部異なる場合又は印刷ミスがあった場合は、誠に恐縮
ですがご容赦下さい。
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ご
と
う
農
業
協
同
組
合

（
平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日
）

平
成
二
十
一
年
度
第
十
一
回
理
事
会
報
告

議
案
Ｎ
ｏ
、
１

第
九
回
通
常

総
代
会
日
程
・
議
案
に
つ
い
て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
２

新
中
期
経
営

計
画
骨
子
（
案
）
に
つ
い
て

…
継
続
審
議

議
案
Ｎ
ｏ
、
３

平
成
二
十
二

年
度
事
業
計
画
骨
子
（
案
）
に

つ
い
て

…
継
続
審
議

議
案
Ｎ
ｏ
、
４

�
Ｓ
Ｅ
Ｗ
ご

と
う
（
仮
称
）
の
設
立
発
起
人

と
な
る
こ
と
及
び
株
式
取
得
に

つ
い
て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
５

定
款
（
定
款

附
属
書
総
代
選
挙
規
程
）
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
６

人
事
労
務
基

本
方
針
の
策
定
並
び
に
新
人
事

管
理
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
７

フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
農
産
物
直

売
所
）
基
本
構
想
に
つ
い
て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
８

漬
物
（
高
菜

等
）
加
工
施
設
の
設
計
に
つ
い

て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
９

旅
費
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
１０

固
定
化
債
権

償
却
処
理
に
つ
い
て

…
可
決

議
案
Ｎ
ｏ
、
１１

貸
付
金
の
審

査
に
つ
い
て

…
可
決

そ
の
他

ごとう 10



ＪＡの�

医�療�共�済�新�

ＪＡの医療保障仕組みにご加入のみなさまへ�

平成22年4月ＪＡの医療共済がリニューアルしました！�

ニーズに合わせて選べる保障設計、わかりやすく充実の保�
障内容が自慢です。今、ＪＡの医療保障にご加入の方もぜ�
ひ新しい医療共済への見直しをご検討ください。�

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…………………………………………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

……………………………………………………

保障期間�

終　身�

80歳満了�

10年更新�

1回の入院限度日数�

365日�

200日�

120日�

特長

利点

特長

利点

特長

利点

短い入院、
長い入院も
大丈夫�

病気やケガによる入院を１日（日
帰り入院）から最高３６５日まで保障
します。
ですから、日帰りから長期の入院ま
でしっかりカバーできます。

病気やケガを
一生涯サポート

病気やケガによる入院・手術を一
生涯保障します。
ですから、高齢になり、入院の機会
が多くなっても入院費用の心配を
せず、治療に専念できます。

高額な治療費
にも対応

先進医療を受けたとき、「技術料に
応じて定める額」を保障します。
ですから、高額な治療費を心配せ
ず、治療に専念できます。

豊富なラインナップ！
組合せ自由な９タイプ

医療共済への保障見直しの２つの方法

共済金額１０，０００円の場合

日額10,000円×入院日数
5万円

20万円
5万円

10万円
技術料に応じて定める額

なし

入院共済金が支払われる入院をしたとき

ア．入院中に公的医療保険対象の手術を受けたとき

イ．ア以外の公的医療保険対象の手術を受けたとき

公的医療保険対象の放射線治療を受けたとき

先進医療による療養を受けたとき

定期特約
生活保障特約または家族収入保障特約

●入院共済金

●入院見舞金

●手術共済金

●放射線治療共済金

●先進医療共済金

●死亡保障

充実保障の365日型

８０歳満了・１０年更新タイプもあります

１．医療共済の仕組み（終身タイプ入院見舞保障・先進医療保障あり８０歳払込終了）

ごとう11
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1
地
区
別
総
代
説
明
会
概
要

地地
区区
別別
総総
代代
説説
明明
会会
のの
報報
告告

Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
、
三
つ
の
経
営
理
念
を
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
本
と
し
て
事
業
・

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
組
合
員
・
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
も
の
で
あ
り
、
組
合
員
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
が
思
考
と
行
動
の
原

点
で
す
。
公
的
な
性
格
か
ら
利
用
者
を
は
じ
め
地
域
の
人
々
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
と
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
改
革
・
改
善
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ

農
の
深
耕
の
た
め
に
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
経
済
環
境
の
変
化
に
も
常
に
敏
感
に
反
応
し
経
営
の
健
全
化
・
前
進

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
地
域
社
会
に
貢
献
し
う
る
Ｊ
Ａ

協
同
組
合
と
し
て
の
公
的
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
Ｊ
Ａ
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
地
域
住
民
に
選
ば
れ
る
満
足
度
の
高
い
事
業
展
開
に
努
め
、
積
極
的
な
組

合
員
加
入
促
進
に
よ
る
組
織
基
盤
の
拡
充
と
事
業
量
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
経
営
理
念
に
加

え
、
第
二
次
戦
略
プ
ラ
ン
２１
に

示
す
長
崎
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

共
有
の
ビ
ジ
ョ
ン
、「
農
と
地

域
の
虹
の
か
け
橋
と
な
る
Ｊ

Ａ
」を
踏
ま
え
つ
つ
、新
た
な
中

期
経
営
計
画
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
中
期
経
営
計
画
設
定
の
件

（
議
案
）

以
下
の
三
つ
を
基
本
テ
ー
マ

と
し
て
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

の
三
ヵ
年
計
画
で
取
組
み
ま
す
。

�
組
合
員
、
地
域
住
民
、
役
職

員
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
三

者
満
足
の
実
現
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ

�
地
域
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
の
存
在

感
と
ス
テ
ー
タ
ス
の
確
立
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ

�
毎
期
配
当
可
能
な
安
定
的
な

利
益
水
準
実
現
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ

�
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画

設
定
の
件

�
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
事
業
（
農
産
物
直
売
事

業
）
へ
の
参
入

�
効
率
的
事
業
運
営
と
活
性
化

を
図
る
た
め
の
組
織
の
再
編

整
備

（
上
地
区
に
お
け
る
支
店
再

編
を
行
い
ま
す
。）

�
渋
外
体
制
の
整
備
に
よ
る
安

定
的
事
業
推
進
体
制
の
確
立

�
新
人
事
管
理
制
度
の
導
入
に

よ
る
職
員
の
活
性
化
・
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ

�
組
合
員
（
利
用
者
）
満
足
度

向
上
の
た
め
の
総
合
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
導
入

地区別総代説明会
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2
主
な
質
疑
応
答

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

Ｑ
１

Ａ
１

Ｑ
２

Ａ
２

Ｑ
３

Ａ
３

Ｑ
４

Ａ
４

Ｑ
５

Ａ
５

女
性
の
運
営
参
画
に

つ
い
て

Ｑ
６

Ａ
６

Ｑ
７

Ａ
７

再
編
に
つ
い
て

Ｑ
８

Ａ
８

Ｑ
９

Ａ
９

Ｑ
１０

Ａ
１０

Ｑ
１１

Ａ
１１

そ
の
他
に
つ
い
て

Ｑ
１２

Ａ
１２

Ｑ
１３

Ａ
１３

�
大
規
模
養
豚
事
業
へ
の
出
資

�
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程

の
一
部
変
更
の
件
（
議
案
）

Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
女
性
参
画
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
総
代
に

占
め
る
女
性
の
割
合
向
上
を
図

る
た
め
、
総
代
の
一
割
以
上
を

女
性
と
す
る
よ
う
改
め
る
も
の

で
す
。
併
せ
て
現
在
の
総
代
数

の
配
分
が
平
成
十
三
年
の
合
併

後
、
一
度
も
見
直
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
そ
の
後
の
加
入
、
脱

退
等
に
よ
る
正
組
合
員
数
の
増

減
か
ら
、
総
代
数
の
適
正
な
再

配
分
が
必
要
で
あ
り
、
選
挙
区

ご
と
の
総
代
の
定
数
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

直
売
所
の
手
数
料
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

十
五
％
に
な
り
ま
す
。

直
売
所
の
運
営
で
損
が

で
た
ら
、
Ｊ
Ａ
が
負
担
す
る
の

か
。

出
荷
者
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
場
所
や
、
規
模
な
ど

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
組
合

員
で
な
く
て
も
出
せ
る
の
か
。

場
所
は
本
店
裏
の
ハ
ウ

ス
跡
地
。
売
り
場
面
積
が
約
四

三
〇
�
、
全
体
で
約
九
九
〇
�
。

詳
細
に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会

等
で
検
討
し
て
い
く
。
出
資
し

て
組
合
員
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
出
荷
で
き
ま
す
。

農
畜
産
物
だ
け
で
お
客

を
呼
べ
る
の
か
。

花
、
加
工
品
、
鮮
魚
等

や
他
の
Ｊ
Ａ
の
果
物
な
ど
も
扱

い
ま
す
。直

売
所
は
ど
ん
な
感
じ

で
運
営
す
る
の
か
。

生
産
者
が
持
ち
込
ん
で

値
付
け
し
て
売
る
か
た
ち
に
な

り
ま
す
。
野
菜
を
中
心
に
五
島

牛
・
五
島
豚
や
農
漁
業
連
携
と

い
う
こ
と
で
鮮
魚
売
り
場
も
設

置
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
い
ま

す
。

女
性
の
運
営
参
画
を
進

め
る
の
な
ら
、
女
性
理
事
に
も

責
任
を
負
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
な
い
か
。

平
成
二
十
年
の
改
選
後

は
、
地
区
選
出
の
理
事
と
同
様

の
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
総
代
を
な
ぜ
増
や

す
の
か
。女

性
が
農
業
就
業
人
口

の
過
半
数
を
占
め
農
業
・
農
村

社
会
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
全
国

大
会
で
女
性
理
事
二
名
以
上
、

女
性
の
組
合
員
二
十
五
％
以
上
、

総
代
十
％
以
上
が
目
標
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

上
地
区
支
店
機
能
の
再

編
の
中
に
は
Ａ
コ
ー
プ
も
含
む

の
か
。

Ａ
コ
ー
プ
は
そ
の
ま
ま

残
し
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
残
す
と
あ
る

が
、
年
寄
り
が
多
く
使
え
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
繋
が
る
の
で
は
。

渉
外
機
能
を
強
化
し
対

応
し
ま
す
。
支
店
に
来
て
も
ら

う
の
で
は
な
く
、
出
向
く
体
制

を
つ
く
り
、
信
頼
関
係
の
構
築

を
図
り
ま
す
。

上
郷
を
閉
め
た
後
、
二

階
の
会
議
室
を
使
う
こ
と
は
で

き
る
の
か
。

可
能
で
す
。
店
舗
は
存

続
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
カ

ギ
は
預
け
ま
す
の
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

支
店
再
編
に
つ
い
て
は

総
代
だ
け
で
は
な
く
組
合
員
へ

も
説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
よ
う
に
対
応
し
ま

す
。

Ａ
コ
ー
プ
は
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
と
思
う
の
で
、
営

業
時
間
の
見
直
し
な
ど
し
て
は
。

朝
九
時
三
十
分
の
開
店
、
十
九

時
の
閉
店
を
三
十
分
早
く
す
る

と
か
。
お
客
が
開
店
を
待
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

島
外
か
ら
の
仕
入
れ
も

あ
り
、
船
に
取
り
に
い
っ
て
商

品
を
陳
列
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

開
店
を
九
時
三
十
分
と
し
て
い

る
。
利
用
客
数
を
調
査
し
、
利

用
率
の
い
い
方
法
で
検
討
す
る
。

総
合
ポ
イ
ン
ト
制
と
は

ど
ん
な
も
の
か
。

会
員
カ
ー
ド
を
加
盟
店

で
使
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
割
引

や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

も
の
を
、
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
を
通

じ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。
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人
事
異
動
発
令

《
臨
時
異
動
》

四
月
一
日
付

【
本
店
共
済
部
】

▼
共
済
Ｌ
Ａ
専
任
部
長
（
同
部

Ｌ
Ａ
共
済
課
長
）
入
江
智
恵
子

▼
共
済
Ｌ
Ａ
課
・
審
査
役
・
内

規
に
よ
る
（
同
部
Ｌ
Ａ
専
任
部

長
）
川
中
利
和

▼
同
課
長
（
同
部
同
課
調
査

役
）
川
口
富
士
法

▼
同
課
・
課
長
待
遇
三
井
楽
支

店
駐
在
（
三
井
楽
支
店
管
理
金

融
課
長
）
濱
里
文
博

▼
同
課
・
課
長
待
遇
福
江
支
店

駐
在
（
同
部
共
済
課
長
）
田
村

真
吾

▼
同
課
・
崎
山
支
店
駐
在
（
本

山
支
店
管
理
金
融
課
）
藤
田
正

人▼
同
課
（
総
務
部
総
務
課
）
河

内
和
紀

▼
共
済
課
長
（
福
江
支
店
共
済

課
長
）
山
田
真
一

【
本
店
経
済
部
】

▼
部
長
兼
農
業
資
材
課
長
（
同

部
次
長
）
泉
井
和
博

▼
Ｓ
Ｓ
本
店
（
西
部
支
店
玉
之

浦
出
張
所
）
水
請
伸
治

▼
同
・
臨
時
（
同
部
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
店
舗
課
・
臨
時
）
西
園

清
秀

▼
同
・
臨
時
（
福
江
支
店
経
済

課
）
松
本
清
史

▼
同
・
臨
時
（
福
江
支
店
大
津

出
張
所
）
中
村

聡

▼
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
店
舗
課
・
臨

時
（
同
部
Ｓ
Ｓ
本
店
）
中
村
進

之
介

【
福
江
支
店
】

▼
共
済
課
長
（
共
済
部
共
済
Ｌ

Ａ
課
・
課
長
待
遇
）
庄
野
久
和

▼
大
津
出
張
所
・
臨
時
（
経
済

部
Ｓ
Ｓ
本
店
・
臨
時
）
藤
原
一

親【
本
山
支
店
】

▼
管
理
金
融
課
係
長
（
共
済
部

共
済
Ｌ
Ａ
課
係
長
待
遇
）
谷
口

憲
彦

▼
大
浜
出
張
所
Ａ
コ
ー
プ
大
浜

店
・
臨
時
（
富
江
支
店
Ａ
コ
ー

プ
富
江
店
・
臨
時
）
園
山
伸
幸

【
富
江
支
店
】

▼
管
理
金
融
課
（
経
済
部
基
幹

農
機
セ
ン
タ
ー
）
野
口
美
智
子

【
西
部
支
店
】

▼
経
済
課
（
経
済
部
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
店
舗
課
）
増
田

哲

▼
玉
之
浦
出
張
所
（
経
済
部
Ｓ

Ｓ
本
店
）
松
下
良
樹

【
三
井
楽
支
店
】

▼
管
理
金
融
課
長
（
共
済
部
共

済
Ｌ
Ａ
課
調
査
役
福
江
支
店
駐

在
）
佐
々
野
八
幸

【
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
】

▼
上
地
区
共
済
Ｌ
Ａ
課
長
・
支

店
長
待
遇
（
新
魚
目
支
店
長
）

新
井
芳
己

▼
共
済
Ｌ
Ａ
・
臨
時
（
若
松
支

店
・
臨
時
）
脇
田
大
史

【
上
五
島
支
店
】

▼
支
店
次
長
・
次
長
待
遇
（
有

川
支
店
次
長
・
次
長
待
遇
）
宮

下
光
徳

▼
共
済
Ｌ
Ａ
（
若
松
支
店
共

済
）
白
石
真
希
男

【
新
魚
目
支
店
】

▼
支
店
長
（
上
五
島
支
店
次

長
）
柴
田
博
行

【
有
川
支
店
】

▼
支
店
次
長
（
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
上
地
区
共
済
Ｌ
Ａ
課
長
）

川
崎
隆
泰

【
若
松
支
店
】

▼
係
長
・
共
済
（
上
五
島
支
店

共
済
Ｌ
Ａ
）
橋
口
章
吾

《
新
採
用
》

【
総
務
部
】

▼
総
務
課
・
試
用
（
新
採
用
）

竹
山
幸
弘

▼
同
課
・
試
用
（
新
採
用
）
井

川
景
子

▼
同
課
・
試
用
（
新
採
用
）
田

上
幸
菜

【
富
江
支
店
】

▼
管
理
金
融
課
・
試
用
（
新
採

用
）
木
戸

遥

【
出
向
】

▼
�
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭
・
試
用

（
新
採
用
）
鵜
瀬
初
音

《
退
職
》

三
月
三
十
一
日
付

【
定
年
退
職
】

▼
山
本
宗
夫
（
審
査
保
全
室
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
駐
在
）

【
役
職
定
年
退
職
】

▼
今
村
正
三
郎
（
坂
の
上
事
業

所
自
動
車
課
審
査
役
）

▼
野
口
善
一
（
経
済
部
長
兼
農

業
資
材
課
長
）

▼
扇
山
一
信
（
坂
の
上
事
業
所

燃
料
課
）

【
依
願
退
職
】

▼
出
口
大
輔
（
西
部
支
店
経
済

課
）

▼
山
下

忍
（
福
江
支
店
経
済

課
・
臨
時
）

▼
吉
積
和
隆
（
本
山
支
店
Ａ

コ
ー
プ
大
浜
店
・
臨
時
）

▼
夏
井
明
人
（
農
産
園
芸
部
堆

肥
セ
ン
タ
ー
・
臨
時
）

▼
鶴
川
栄
子
（
富
江
支
店
管
理

金
融
課
・
臨
時
）

▼
川
中
恵
津
子
（
富
江
支
店
管

理
金
融
課
・
臨
時
）
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春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
ののののののののののののののののののののののののののののののの
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

春
は
農
作
業
が
増
え
て
く
る

と
共
に
、
農
業
機
械
を
利
用
す

る
機
会
も
増
え
、
そ
れ
に
伴
い

作
業
中
の
事
故
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

農
作
業
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

長
時
間
の
作
業
は
こ
ま
め
に
休

憩
を
と
り
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
万
一
の
事
故
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
機
械
作
業
時

に
は
二
人
以
上
で
農
作
業
を
行

う
な
ど
安
全
作
業
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
に

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
ををををををををををををををををををををを

「
振
込
め
詐
欺
」
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
今
す
ぐ
、
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
振
込
む
前
に
、
も
う
一
度
ご

家
族
な
ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
限
度
額
を
下

げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
井
川

景
子
（
い
が
わ
け
い
こ
）

年

齢

二
十
二
歳

出
身
校

活
水
女
子
大
学
健
康

生
活
学
科

出
身
地

長
崎
市
小
江
原
町

趣

味

読
書

抱

負

み
な
さ
ん
か
ら
信
頼

さ
れ
る
職
員
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
竹
山

幸
弘
（
た
け
や
ま
ゆ
き
ひ
ろ
）

年

齢

二
十
二
歳

出
身
校

九
州
国
際
大
学
経
済

学
部
経
済
学
科

出
身
地

五
島
市
岐
宿
町

趣

味

ジ
ョ
ギ
ン
グ

抱

負

常
に
向
上
心
を
持
ち
、

農
協
に
携
わ
る
全
て
の
方
々
に

信
頼
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◎
鵜
瀬

初
音
（
う
せ
は
つ
ね
）

年

齢

二
十
二
歳

出
身
校

長
崎
県
立
大
学
経
済

学
部
流
通
・
経
営
学
科

出
身
地

南
松
浦
郡
新
上
五
島
町

趣

味

人
間
観
察

抱

負

組
合
員
の
皆
様
・
Ｊ

Ａ
の
職
員
・
お
客
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
職
員
に
な
り
ま
す
。

◎
木
戸

遥
（
き
ど
は
る
か
）

年

齢

二
十
二
歳

出
身
校

長
崎
県
立
大
学
経
済

学
部
流
通
・
経
営
学
科

出
身
地

五
島
市
富
江
町

趣

味

ボ
ウ
リ
ン
グ

抱

負

Ｊ
Ａ
を
利
用
し
て
下

さ
る
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
職
員

に
な
り
ま
す
。

◎
田
上

幸
菜
（
た
が
み
ゆ
き
な
）

年

齢

二
十
二
歳

出
身
校

長
崎
純
心
大
学
人
文

学
部
比
較
文
化
学
科

出
身
地

長
崎
市
扇
町

趣

味

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

抱

負

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

組
合
員
の
方
々
に
親
し
み
を
持
っ

て
頂
け
る
職
員
に
な
り
ま
す
。

新
入

職
員
の

紹
介

ごとう15



編
集
後
記

クク
ルル
ーー
ズズ
っっ
てて
どど
んん
なな
旅旅
？？

船
そ
の
も
の
が
目
的
地
で
す
。

デ
ッ
キ
や
パ
ー
ム
コ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
館
）
で
の
ん
び
り
と
読
書
を
楽

し
ん
だ
り
、
船
内
に
あ
る
シ
ア
タ
ー
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
映
画
や
シ
ョ
ー
の
見
学
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
何
で
も
揃
っ
て
い
ま
す
。
ク
ル
ー
ズ
客
船
は
単
な
る
輸

送
手
段
で
は
な
く
、
船
そ
の
も
の
が
目
的
地
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジをををををををををををををををををををををををををを
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ＪＡごとうのホームページがリニューアル

いたしました。

ＪＡごとうのご案内や特産品のご紹介、Ｊ

Ａバンク・ＪＡ共済のご案内、組合員様向け

情報ページなど情報盛りだくさんです。

是非アクセスしてください！

ホームページアドレスは

http://www.ja-goto.or.jp

今
月
号
か
ら
広
報
の
担
当
を

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
田
上
幸
菜
と
申
し
ま
す
。

新
人
で
あ
る
上
に
長
崎
市
出

身
で
す
の
で
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
広

報
」
と
い
う
多
く
の
方
々
に
出

会
う
こ
と
が
出
来
る
仕
事
を
任

せ
て
頂
い
た
事
を
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
活
動
を
通
し
て
私
自
身
、

五
島
の
魅
力
を
発
見
し
て
い
く

と
と
も
に
、
組
合
員
の
方
々
、

地
域
の
方
々
に
親
し
み
を
持
っ

て
頂
け
る
職
員
に
成
長
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

美
し
い
緑
と
青
い
海
に
囲
ま

れ
た
五
島
の
魅
力
を
、
最
大
限

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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